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提案用紙② 

2020年度（第 18回） 建築・住宅技術アイデアコンペ 

 

提案タイトル 自律型モバイルユニットを用いた避難拠点の提案 

 

 

提案概要 

 （200字程度） 

平常時はホテルやグランピングなどの施設として活用、地域創生にお

ける新たな需要創出を図り、災害時には仮設住居としていち早く対応

可能なモバイルユニットの提案。 

①躯体の連結・分離：二つのユニットを簡易に分離・連結できる仕組

み 

②カスケードソーラーシステム：太陽光発電、温度差発電、太陽熱集

熱で太陽エネルギーの多重利用を図る 

③デマンド換気システム：センサ情報(CO2 濃度制御)と連動した換気

システムの導入 

提
案
ポ
イ
ン
ト 

① 新規性 フレキシブルな利用が可能なように増設、設備設置などの可変性を備

えたエネルギー、水の自立を可能な移動ユニット 

 

 

②実用性 民間企業及び自治体との自律型移動ユニット活用の取組スキームの構

築と設置の推進 

 

 

② 異業種関連度

合 

平常時はホテルやグランピングなど観光宿泊業界との関係構築。 

モバイルユニットとして自動車業界との関連。 

 

 

④建築や社会に対

するインパクト 

災害時には仮設住居としていち早く対応可能なモバイルユニットの提

供ができる。またインフラが未整備の地区においてもいち早く仮設住

居の設置が可能となる。 

 

 

 

提案ポイントについて 

① 新 規 性 ： 「従来の建築・住宅技術」に対する新規性について述べて下さい。 

② 実 用 性 ： ご提案のアイデアが、学術研究や情報の蓄積や整理の範囲にとどまらず、

都市・建築空間で実地に用いる、あるいは実際に役立つ点を述べて下さい。 

③異業種関連度合： コンソーシアムの特徴として異業種連携による研究活動をうたっていま

す。ご提案のアイデアが、研究活動における異業種関連度合について述べ

て下さい。 

④建築や社会に対す

る イ ン パ ク ト ： 

生活や産業経済、建築空間に対する影響など、研究目標が達成され、成果が実

用化された場合の建築や社会に対するインパクトについて述べて下さい。 

 

※ こちらにご記入頂いた内容も審査の対象となります。提案ポイント項目は審査評価基準に基づきま

す。 

事務局記入欄： 事務局記入欄： 
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概要書① 自由書式 
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概要書② 自由書式 

 


